
 11月 6日の音楽会は３年ぶりの開催となりましたが、子どもたちは、おうちの方々に見て頂くのを楽しみに、一生懸命

練習を重ねた成果を発揮出来たと思います。検温や参観人数の制限等、ご理解とご協力頂き、ありがとうございました。

コロナ禍ではありますが、子どもたちにとって、良い思い出が出来たと思っています。 

さて、今年のカレンダーもあと１枚になり、さまざまなことを振り返る時期となってまいりました。12 月 1 日に配布予定の

学校関係者アンケートの提出をよろしくお願いします。また、12月19日、20日、21日に個人懇談会を予定しております。 

短い時間ではありますが、ご出席のほどよろしくお願いいたします。 
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抜けるようなきれいな青空の下、少し歩けば汗をかくほ

どの良い天気の中、１，２年生と教職員合わせて２１７名

が、東山小学校から旧水間街道を歩き、水間公園へ行き 

ました。水間公園では、１，２年生が班に分かれ活動し、２年生が、年

上らしく１年生をリードしてくれました。 

子どもたちは、「先生、こんなに葉っぱ拾っ 

たよ。」「どんぐり、こんなにいっぱい。」「この 

葉っぱ見て、きれいやろ。」と拾った袋一杯の 

落ち葉やどんぐりを見せてくれました。 

 学校に帰ってきてからは、「疲れたけど楽しか 

った。また、行きたい。」など、感想を聞かせて 

くれました。その後、「わあい！ニュース」にまと 

め、今日の振り返りを行いました。 

 

 

 
 

 
 
 
貝塚スイミングでの授業も慣れたもの。着替えも早く済まして、集

合。準備運動後、それぞれのグループに分かれて、アニメーターから
指導を受けました。年々、泳げる人が増えています。 
濡れた髪のままでは体に良くないとの配慮から、４年生の授業（11

月 17 日）からドライヤーを設置して頂いています。子どもたちは、濡れ
た髪を自分で一生懸命乾かし、帰校しました。一年中、水泳授業をで
きることは良いことですが、体調管理に関しては、お家でも声掛けをお
願いします。 
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ふだん何気なく言っている「いただきます。」「ごちそうさま」から、そ

の言葉にこめられた思いを考え、そして、色々な命の大切さを総合の

時間に学んでいます。その学びの一環として、貝塚市人権協会会長

北出昭さんをお迎えし、人権学習を行いました。５時間目は、牛の命

に携わる仕事を通して向き合ってこられた、「命」「差別、偏見」につい

てお話を聞きました。そして、６時間目は、太鼓の演奏と映画「ある精

肉店のはなし」のダイジェスト版を見ました。これらのことを通して、子

どもたちは、“命をいただいて生きる”とはどんなことなのか。命につい

て、命を大切にすることについて考えました。 

北出さんからは、「世の中で一番大切 

なもの、それは命。自分の命。だから、 

『殺す』『死ね』『消えろ』などの言葉は、絶対 

使ってはダメ。自分の命はたくさんの命に 

支えられているのです。」というアドバイスを 

頂きました。 

休憩時間には、北出さんにサインを求める 

長蛇の列が出来ていました。 

 
 
 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 号（校長室だより） 

令和 4 年 11 月 30 日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

 

朝、泣きながら登校する１年生。「どうしたの？」と問いかけ

ると「パパ、死んじゃうと言われた。パパが心配。」とのこと。

事情を良く聞くとパパが死んだふりをしたそうで、それが心配と

のこと。子どもって、本当に純粋ですね。この心、いつまでも持

ち続けて欲しいと願っています。 

 
○冬休み中の電話対応について 

冬休み中は、午後 4時 50分～翌日午前 8時 20分までは、音

声ガイダンスによる電話対応とさせていただきます。 

○正門前の駐車について 

やむを得ず自動車で送迎される場合は、正門前の道路に駐停車

せず、体育館前の駐車場に止めてください。 

○保護者の方、地域の方々に、様々な場面で学校を支援して頂

いています。多くの大人と触れ合うことは、子どもたちにとっ

て貴重な経験になります。随時、学校支援ボランティアを募集

しています。「登下校時の見守り活動」など、ご協力して頂ける

方は、学校への連絡（教頭迄）、よろしくお願いいたします。  
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                   １年生から６年生まで、一生懸命練習してきた曲を、 

校内音楽会や日曜参観に演奏しました。 

日曜参観では、コロナ禍の中、３年ぶりに保護者の 

方々にも子どもたちの演奏と歌声をお届けすることが 

出来、子どもたちも満足そうでした。 

どの学年も少し高い目標に向かって取り組み、 

よくがんばりました。この日までの練習の中で、 

「友だちと一緒に努力することの素晴らしさ」や、 

「友だちのよさを認める経験」を経て、子どもたちは、 

また一歩成長したと思います。 

保護者の皆さまには、人数制限や各学年での 

随時入れ替え等、ご不自由をお掛けして、申し訳 

ありませんでした。ご協力ありがとうございました。 

 
 

 
 

11/12                   市内 11校の小学生が自分たちの 

思いを発表しました。本校は、６年生の山越文紗（やまごし あやさ） 

さんが、『自分を変えてくれる存在』をテーマに東山の代表として、 

発表しました。大きな会場での発表でとても緊張したと思いますが、 

みんなの応援を背に、自分の思いを精一杯会場に届けました。 
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５年生代表 8 人が、田植え、稲刈りの感想を伝えたあと、感

謝の気持ちをあらわした絵とお手紙を渡しました。 

田んぼを貸してくれた小谷さんと市役所農林課の粟飯原

（あいはら）さんからは、「みんなで植えた稲です。美味しく頂

いて下さい。」、「しんどかった作業を思い出して、おこめを食

べて下さい。」とお話があり、最後に全員で、感謝を込めて、

「ありがとうございました。」と伝え 

ました。 

このお米は米飯給食の日に、 

炊いて頂き、感謝を込めて、おい 

しく頂きました。 

小谷様、農林課の皆様、ありがと 

うございました。 

 

 

 
 

 

 
 

 


